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震速報」（出演  執筆　その他　 TBCラジオ）
2008年5月









ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル「山が崩れたs 内陸直下 震度６強の衝
撃 s 」（出演  執筆　テレビ　ＮＨＫ仙台放送局）
2008年6月




内陸地震 同じ震源域で複数回地震（出演  執筆　テレビ　東北放送） 2008年11月
岩手  宮城内陸地震／２度のＭ４級が始まりの可能性／東北大  海野教授（資
料提供　新聞　河北新報）
2008年11月
岩手  宮城内陸地震　防災講座＜東北大地震  噴火予知研究観測センター　海
野徳仁教授  地震学＞（１）／揺れの源／硬さ異なり、ひずみ集中（出演  執筆
　新聞　河北新報）
2009年4月




海地震」（出演  執筆　その他　 TBC東北放送）
2009年8月







2日続けて震度 4 宮城県沖地震との関連は（出演  執筆　テレビ　 FNN仙台放
送／スーパーニュース）
2010年3月




























地震防災セミナー inうつくしま—地震から生命  財産を守るために—　主催：
文部科学省  福島県（講演会  セミナー）
2004年11月－2004年11月
原子力安全委員会原子炉安全専門審査会（内閣府）委員（その他） 2005年1月 －現在
江陽会新春講演（講演会  セミナー） 2005年1月 －2005年1月






















ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル『大地震に備える』（公開講座） 2008年5月 －2008年5月
ＮＨＫクローズアップ東北  スペシャル『山が崩れたs 内陸直下 震度６強の衝
撃 s 』（公開講座）
2008年6月 －2008年6月
みやぎ商工中金ユース会講演会（講演会  セミナー） 2008年7月 －2008年7月





宮城県建設雇用改善推進大会記念講演（講演会  セミナー） 2008年11月－2008年11月
防災研究フォーラム第 7回シンポジウム（公開講座） 2009年3月 －2009年3月
防災気象講演会（講演会  セミナー） 2009年3月 －2009年3月
第 8回東北国際保健研究会（講演会  セミナー） 2009年5月 －2009年5月
平成 21年度チャレンジ防災講座（公開講座） 2009年5月 －2009年5月
防災士研修講座（公開講座） 2009年6月 －2009年6月
青葉工業クラブ講演同好会（講演会  セミナー） 2009年7月 －2009年7月
東北大学開講教員免許更新講習（その他） 2009年8月 －2009年8月
福島成蹊高等学校特進クラス出前授業（小中高との連携） 2009年10月－2009年10月
0 – 2 附属地震  噴火予知研究観測センター
海野　徳仁
日本物理教育学会東北支部第 24回研究大会講演（講演会  セミナー） 2009年10月－2009年10月
大学集中出張講義（宮城県立泉館山高校）（小中高との連携） 2010年4月 －2010年4月
丸森東中学校地区  地域防災シンポジウム（講演会  セミナー） 2010年5月 －2010年5月




岩沼市防災講演会（講演会  セミナー） 2010年10月－2010年10月
宮城大学看護学部非常勤講師（公開講座） 2010年10月－2010年10月
東北大学出前授業（仙台市立榴岡小学校）（小中高との連携） 2010年11月－2010年11月
金ヶ瀬中学校区  地域防災シンポジウム（講演会  セミナー） 2010年11月－2010年11月
新春講演会（講演会  セミナー） 2011年1月 －2011年1月
東北大学による東日本大震災 1ヶ月後緊急報告会（講演会  セミナー） 2011年4月 －2011年4月











金ヶ瀬中学校区  地域防災シンポジウム（小中高との連携） 2011年7月 －2011年7月
第二高等学校尚志同窓会懇話会（小中高との連携） 2011年7月 －2011年7月











都市エネルギー研修会（仙台市ガス局主催）（講演会  セミナー） 2012年2月 －2012年2月









復興大学　復興人材育成教育コース（講演会  セミナー） 2012年5月 －2012年5月
南相馬市原町成人大学（講演会  セミナー） 2012年5月 －2012年5月
宇都宮婦人防火クラブ連合会講演会（講演会  セミナー） 2012年7月 －2012年7月
青森県高等学校教育研究会理科部会研究大会全体講演  地学分科会（講演会  セ
ミナー）
2012年8月 －2012年8月

















附属地震  噴火予知研究観測センター 0 – 3
海野　徳仁
オープンキャンパス・研究所公開等
プレートテクトニクスと宮城県沖地震（公開授業  講演） 2003年7月 －2003年7月
地物講演会「地球物理学の魅力」第１回（公開授業  講演） 2007年7月 －2007年7月




東北大学オープンキャンパス体験授業（公開授業  講演） 2011年7月 －2011年7月
学内活動
理学研究科運営会議　構成員 2008年4月 －2010年3月
地震  噴火予知研究観測センター　センター長 2008年4月 －現在
理学研究科大気海洋変動観測研究センター運営委員会　委員 2008年4月 －現在
理学研究科惑星プラズマ  大気研究センター運営委員会　委員 2008年4月 －現在
理学研究科予算委員会　委員 2008年4月 －現在



































Seismic structure of the notrheastern Japan convergent margin[EGS 1996 meeting]
(1996年5月6日 –- 1996年5月10日, オランダ ,Hague) 口頭（一般）
1996Onikobe,Northeastern Japan,Earthquake S equence and its Relation to Crustal Structure[American
Geophysical Union 1998 fall meeting]
(1998年12月6日 –- 1998年12月10日, アメリカ合衆国 ,San Francisco) 口頭（一般）
Shallow seismicity and crustal structure in the northeastern Japan[International workshop on seismotectonic
at the subduction zone]
(1999年11月 –- 1999年11月, 日本国 ,Ibaraki) 口頭（一般）
Foreshock and sequence of 1998 M5.0 earthquake in Sendai,NE Japan and its implications for Earthquake
nucleation[International Workshop Global Change:Connection to the Arctic]
(2000年8月 –- 2000年8月, 日本国 ,sendai) 口頭（一般）
0 – 4 附属地震  噴火予知研究観測センター
海野　徳仁
Distinct-S-wave reﬂectors(bright spots)detected beneath Nagamachi-Rifu fault[International Symposium
on Slip and Flow Processes in the below the Seimogenic Region]
(2001年11月 –- 2001年11月, 日本国 ,sendai) 口頭（一般）
Internal structure of seismic wave reﬂectors in the mid-crust beneath the northeastern Japan arc[Western
Paciﬁc Geophysics Meeting 2002]
(2002年7月 –- 2002年7月, ニュージーランド ,Wellington) 口頭（一般）
Geometry of the subducted paciﬁc slab beneath Japan estimated from ScSp phases observed by high density
seismic network[ＩＵＧＧ 2003]
(2003年7月 –- 2003年7月, 日本国 ,札幌) 口頭（一般）
Seimological Approaches to the Nagamachi-Rifu faultz zone[The second International symposium on Slip
and Frow processes in below the Seismogenic Region]
(2004年3月 –- 2004年3月, 日本国 ,東京都) 口頭（一般）
Hypocenter and focal mechanism distributions of aftershocks of July 26 2003 M6.4 northern Miyagi,Ne
Japan,earthquake[The second International symposium on Slip and Frow processes in below the Seismogenic
Region]
(2004年4月 –- 2004年4月, 日本国 ,東京都) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演
初期応力がある場合のラブ波の分散と反射  屈折 S波の波形について [日本地震学会 1992年度秋季大会]
(1972年9月28日 –- 1972年9月30日, 札幌) 口頭（一般）
東北地方に発生する浅発地震の発震機構 [日本地震学会 1973年度地震学会春季大会]
(1973年5月23日 –- 1973年5月25日, 東京) 口頭（一般）
1973年 6月 17日根室半島沖地震余震観測報告 [日本地震学会 1973年度秋季大会]
(1973年11月13日 –- 1973年11月15日, 京都) 口頭（一般）
東北日本における深発地震面の微細構造（その 2）[日本地震学会 1976年度春季大会]
(1976年5月11日 –- 1976年5月13日, 東京) 口頭（一般）
東北日本における深発地震面の微細構造（その 3）[日本地震学会 1976年度秋季大会]
(1976年10月7日 –- 1976年10月9日, 博多) 口頭（一般）
東北日本における地震活動の特性と地震波の減衰 [日本地震学会 1977年度春季大会]
(1977年5月12日 –- 1977年5月14日, 東京) 口頭（一般）
東北地方における地震波の減衰について [日本地震学会 1977年度秋季大会]
(1977年11月21日 –- 1977年11月23日, 京都) 口頭（一般）
東北日本の震源分布と発震機構 [日本地震学会 1978年度春季大会]
(1978年5月17日 –- 1978年5月19日, 東京) 口頭（一般）
1978年 6月 12日宮城県沖地震の余震の震源分布 [日本地震学会 1978年度秋季大会]
(1978年10月11日 –- 1978年10月13日, 名古屋) 口頭（一般）
1978年 6月 12日宮城県沖地震（速報）[日本地震学会 1978年度秋季大会]
(1978年10月11日 –- 1978年10月13日, 名古屋) 口頭（一般）
宮城県沖地震の前震と本震の震源 [日本地震学会 1979年度春季大会]
(1979年5月3日 –- 1979年5月5日, 東京) 口頭（一般）
関東地方北部および東北地方南部の地震活動 [日本地震学会 1980年秋季大会]
(1980年4月11日 –- 1980年11月13日, 東京) 口頭（一般）
1978年宮城県沖地震直前の地震活動の変化 [日本地震学会 1980年度秋季大会]
(1980年10月14日 –- 1980年10月16日, 仙台) 口頭（一般）
東北日本弧の深発地震面と発震機構 [日本地震学会 1981年度春季大会]
(1981年4月7日 –- 1981年4月9日, 東京) 口頭（一般）
東北地方の Q-構造 [日本地震学会 1981年度秋季大会]
(1981年10月7日 –- 1981年10月9日, 京都) 口頭（一般）
北大  弘大  東北大微小地震観測網データの併合処理（その 3）[日本地震学会 1982年度秋季大会]
(1982年10月5日 –- 1982年10月7日, 名古屋) 口頭（一般）
東北地方の Qs値構造 [日本地震学会 1983年春季大会]
(1983年4月26日 –- 1983年4月28日, つくば) 口頭（一般）
1983年日本海中部地震-(2)余震の震源分布-[日本地震学会 1983年度秋季大会]
(1983年9月27日 –- 1983年9月29日, 千葉) 口頭（一般）
1983年日本海中部地震の前震および余震活動 [日本地震学会 1984年度春季大会]
(1984年4月5日 –- 1984年4月7日, 東京) 口頭（一般）
東北日本弧の微小地震活動の特徴と 1983年日本海中部地震の先行的群発地震活動 [日本地震学会 1984年
度秋季大会]
(1984年10月11日 –- 1984年10月13日, 神戸) 口頭（一般）
東北日本弧の二重深発地震面の立体視 [日本地震学会 1985年度秋季大会]
(1985年11月11日 –- 1985年11月13日, 仙台) 口頭（一般）
附属地震  噴火予知研究観測センター 0 – 5
海野　徳仁
岩手県一戸町周辺の群発性地震活動 [日本地震学会 1986年度秋季大会]
(1986年10月7日 –- 1986年10月9日, 岐阜) 口頭（一般）
微小地震観測網による稍深発地震  深発地震の広域震源分布 [日本地震学会 1987年度春季大会]
(1987年4月9日 –- 1987年4月11日, 東京) 口頭（一般）
福島県沖の最近の地震活動について [日本地震学会 1987年度秋季大会]
(1987年10月7日 –- 1987年10月9日, 長野) 口頭（一般）
東北日本弧のプレート境界に発生した地震活動の特徴-Asperityの分布を微小地震活動から推定する試み-[日
本地震学会 1988年度春季大会]
(1988年4月6日 –- 1988年4月8日, つくば) 口頭（一般）
東北日本における地震の非線形規模別頻度分布 [地球惑星科学関連学会 1990年合同大会]
(1990年4月5日 –- 1990年4月8日, 岡山) 口頭（一般）
東北日本弧の深発地震にみられる P波の後続波 [日本地震学会 1990年度秋季大会]
(1990年10月2日 –- 1990年10月4日, 札幌) 口頭（一般）
東北日本弧および北海道直下の深発地震にみられる P波の連続波 [地球惑星科学関連学会 1991年度合同
大会]
(1991年4月2日 –- 1991年4月5日, 東京) 口頭（一般）
近地地震にみられる sP波 [日本地震学会 1991年度秋季大会]
(1991年10月27日 –- 1991年10月29日, 名古屋) 口頭（一般）
近地地震にみられる sP波（その 2）[地球惑星科学関連学会 1992年合同大会]
(1992年4月7日 –- 1992年4月10日, 京都) 口頭（一般）
東北日本弧の沈み込み帯に発生する地震の深さ分布 [日本地震学会 1992年秋季大会]
(1992年10月28日 –- 1992年10月28日, つくば) 口頭（一般）
変換波により推定された太平洋プレート内の深発地震の震源位置 [地球惑星科学関連学会 1993年合同大会
]
(1993年3月19日 –- 1993年3月22日, 東京) 口頭（一般）
変換波から推定した 1993年北海道南西沖地震の余震の深さ分布 [日本地震学会 1993年度秋季大会]
(1993年10月28日 –- 1993年10月30日, 鳥取) 口頭（一般）
二重深発地震面はどの深さまで続いているか？ [日本地震学会 1993年度秋季大会]
(1993年10月28日 –- 1993年10月30日, 鳥取) 口頭（一般）
二重深発地震面はどの深さまで続いているか？（その 2）[地球惑星科学関連学会 1994年合同大会]
(1994年3月20日 –- 1994年3月23日, 仙台) 口頭（一般）
発信機構解から推定した太平洋プレートの位置 [日本地震学会 1994年度秋季大会]
(1994年10月21日 –- 1994年10月23日, 福岡) 口頭（一般）
変換波から推定した 1994年三陸はるか沖地震の余震の深さ分布 [地球惑星科学関連学会 1995年合同大会]
(1995年3月27日 –- 1995年3月30日, 東京) 口頭（一般）
東北日本弧に発生した地震の震源再決定 [日本地震学会 1995年度秋季大会]
(1995年9月27日 –- 1995年9月29日, 静岡) 口頭（一般）
微小地震観測網データから推定した太平洋プレートの位置 [地球惑星科学関連学会 1996年合同大会]
(1996年3月26日 –- 1996年3月29日, 大阪) 口頭（一般）
1996年 8月 11日秋田  宮城県境付近の地震について [日本地震学会 1996年秋季大会]
(1996年9月26日 –- 1996年9月28日, 水戸) 口頭（一般）
1996年 8月 11日秋田  宮城県境付近の地震について [地球惑星科学関連学会 1997年合同大会]
(1997年3月25日 –- 1997年3月28日, 名古屋) 口頭（一般）
東北日本弧の地震テクトニクス
(1997年9月24日 –- 1997年9月24日, 弘前) 口頭（招待 特別）
1996年鬼首地震の震源域における DCFFによる地震活動の変化 [日本地震学会 1997年度秋季大会]
(1997年9月24日 –- 1997年9月26日, 弘前) 口頭（一般）
sP波による日本海東縁部の地震の深さの分布 [地球惑星科学関連学会 1998年合同大会]
(1998年5月26日 –- 1998年5月29日, 東京) 口頭（一般）
1998年 8月 3日の福島県西郷村の地震（Ｍ 4.9）について [日本地震学会 1998年度秋季大会]
(1998年10月26日 –- 1998年10月28日, 福井) 口頭（一般）
1998年 9月 3日の岩手県雫石町の地震（Ｍ 6.1）について [日本地震学会 1998年度秋季大会]
(1998年10月26日 –- 1998年10月28日, 福井) 口頭（一般）
長町  利府断層の最深部で発生した 1998年 9月 15日の地震（Ｍ 5.0）について [地震研究所研究集会「東
北日本トランセクト-最新成果からみた島弧変形と地殻構造-」]
(1999年3月 –- 1999年3月, 東京) 口頭（一般）
1996年 8月 11日宮城県鬼首地震（Ｍ 5.9、Ｍ 5.7）震源域直下に分布するＳ波反射面 [地震研究所研究集
会「東北日本トランセクト-最新成果からみた島弧変形と地殻構造-」]
(1999年3月 –- 1999年3月, 東京) 口頭（一般）
0 – 6 附属地震  噴火予知研究観測センター
海野　徳仁
長町 利府断層の最深部で発生した 1996年 9月 15日の地震（M5.0）について [地球惑星科学関連学会 1999
年合同大会]
(1999年6月 –- 1999年6月, 東京) 口頭（一般）
長町  利府断層の最深部で発生した 1996年 9月 15日の地震（Ｍ 5.0）について（その 2）[日本地震学会
1999年度秋季大会]
(1999年11月 –- 1999年11月, 仙台) 口頭（一般）
過去の大地震の震源域周辺の微小地震活動 [地球惑星科学関連学会 2000年合同大会]
(2000年6月 –- 2000年6月, 東京) 口頭（一般）
高密度地震観測網で観測された ScSp波による太平洋スラブの形状 [日本地震学会 2002年度秋季大会]
(2002年11月 –- 2002年11月, 横浜) 口頭（一般）
高密度地震観測網で観測された ScSp波による太平洋スラブの形状 [地球惑星科学関連学会 2003年合同
大会]
(2003年5月 –- 2003年5月, 東京) 口頭（一般）
余震観測から推定した 2003年 7月 26日宮城県北部地震の余震のメカニズム解分布 [日本地震学会 2003年
秋季大会]
(2003年10月 –- 2003年10月, 京都) 口頭（一般）
長町—利府断層周辺域の地震学的構造について [2004年日本地質学会第 111年学術大会]
(2004年9月 –- 2004年9月) 口頭（招待 特別）
2004年 9月 5日の紀伊半島南東沖の地震（M7.4）にみられた sP波について [日本地震学会 2004年度秋季
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